
すべり水の性能試蹴結果(:.ついて

1.はじめに

り71<.薬常は，えと国ユ zオンカーわずド社の

開発によるもので，一般に消防関係には，消防用ポリ

オクスとLづ商ぷおで焔介されているものでz このナ

ベり水を水に混入し，ホース内を流れる水の流動抵抗

を減少し，主主水没およが放水~I経距離を増大する特i設

を持つでいると言われているものである。

しfこがっ 込の試験はホースによる遠距離送水を

する機合?と，その効果がどの滋波あるか試験役行

い，実用化の可否についての検討資料を得るものであ

る仰

2. 供試料の概要

(1 ) ポリオクスは1950年頃ビールの発泡剤として開

発;おれもたので，務在は告種類怨度開浴されてレ

が， これらは酸化ェチノレの重合体で，組成は HOCH2

(OCH2CHz)nOCIIzCH立のHであり， このうお消防沼

として使用されると考えられるのは分子量が500万程

度のもの耐とあると活れている。

(2) すベり水が水をなめらかに流すメプJニスムにつ

い吃確実にほ立忍されていないが，効持さについては首

通の潤滑負コーテ 4ングテ粕度効果ではなく，ホー

ス内を流れる乱沈没長い定員状品分子が整流ナ;るための

「ひも」の様な役目を持って嘗分子の設しれ連動に

エネルギーが吸収され，効果が現われるといわれてい

るo

(3) 白色の粉沫で，使用方法は，イソプロヒ勺レアル

コ…ノレ若子;こ薬剤を浸，サラサラにした状態てブjえに

投入混合し，ホースライン内てホとの比30ppm(0.003

9れとなるようにして使用する。

(4) 薬剤の保管

液剤はさ気に総れると p ゆっくり化学変化を起

効果が減少するといわれる。効果減少と日数の関係ば

今のところはっき?りしなし、。したがってヒ ιール総袋
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ま犬猿剤は水分中でも化

学変化が行なわれるため，水溶液として保管すると約

月本記皮から効果が減少し始めるといわれる。

およ

( 1 ) 粘度具IJ定

回転式低粘液計官潟いて，溶液の各濃度，溢度別の

粕度を測定する。

(2) 限界減速の測定

溶液の粘役等から管内合流れるホおよぴすべり水の

府流.乱流の状況を第一図の装置により限界点を調べ

る。

第 1図 レイノルズ実験

( 3 ) 11然!王(落差方式〉による放水比阪試験

イ. コームホースの;場合

第

( 5 ) 
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この場合はコムホースの長さ 200佃，内径1.8cm， 

Ho=250佃 H=40佃， 55cmの2通りの方法で第2図

の様な落差式装置において水およびすべり水 (30ppm

溶液)を入れて，放水量および放水射程距離の比較を

行なう。(この場合は液面があまり変化しない様に広

口容怨とした。)

ロ，消防用ホースの場合

第3図

第3図のごとく地上15mに水槽1，2001入りを設け，

吸管(内径75mm，長さ12m)2本をつないで， Ho= 

15mを地上までの尊管とし，ここから媒介金具で'40mm

コム内張ホース 2本および4本を延長して，ノズルロ

作12.7mm，ノズル放水角度250，床面からの高さ 1m

とし固定した。

水槽にすべり水の濃度10，15， 30， 60ppmの試験溶

液1， 200 1を入れ，元コックの開閉により送水し，元

コックとノズル根元の位置にそれぞれPO，P1の圧力計

を設け，水およびすベり水の各濃度における損失圧

力，放水射程距離，放水量を比較測定する。

(4) 薬液混合装置を用いた場合の放水比較武験

イ ラインブロポーショナー使用の場合

第4図

H 

4J ~'j ゴムホーλ こ本

干

ポンプ車の放口に流量計を設け，その先にラインプ

ロポーショナー2001/min，6 %タイプを使用し，先

端に40皿コム内張ホース 2本延長し， ノズルは口径22

困mを用いた。各位置に圧力計を設け，損失水頭，放水

射程距離，放水量を比較測定する。

ロ，サクションプロポーショナーによる場合

サクションプロポーショナーを用いて0.05%溶液を

6%吸入させ， 50皿， 65皿コム内張ホース各 10本延

長，口径16皿ノズルを用いて各条件における放水比較

試験を行なう。

( 6 ) 

第5図

NP 

ホース 10本

(5) 薬剤の経年変化測定

一定量の薬剤を水に溶かして， こ二れを放雛し(3)のイ

と同様な装置において放水し，薬剤の効力減少を比較

する。

4. 試験結果

( 1 ) すべり氷の粘度測定結果
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(2 ) 限界流速測定結果

第1表

~t JT 

管径四|使用液|放水量∞/蹴 1 流速佃/蹴

7 
7 
7凸凹
7凸凹
16 
16 

5.55 
6.06 
2.94 
3.33 
24.10 
28.60 

14.45 
15. 70 
7.64 
8.65 
12.00 
14.20 



(3 ) 自然庄(落差方式〕による放水量および放水射

程距離翠11定事者擁

イ， コムホースを使用した場合

第

使用液 jH山高さl放水量 l/min 射程原型

水 4016.9 33 

40 I務，
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ロ， 40mm:cム内張ホースを使約した場

第 7図放水量，放水射程距離の沼11定
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(4) 薬液混合装置を用いた場合

イ， ラインヅ口ポーショナー使用の務長?

第3表

(刈 ぶのみラインプロポーシ豆ナーから吸入した場合

放水射程距離 7.5-8.0m 

. P. ダンプ庄〉

. P. ザインヅ口出口正〉

N. P. (ノスノレ圧)

P-N 

Q(放水量)

8は/伽2

0 

0.5 

5 

2081/min 

(B) すべり水121jmin(6 %)吸入の場合

f放水f寄せ総距離 殺-7.5m

一 IP. P. 8.3 kgjcm2 

S. 

I N. P. 

目 IS P-N P 

~Q 

放水射程距離

0.42 

1.38 

200ljrnin 

7. 5-8. Om 

P. kgjc縦書

回~ ~.' : 2.0 

N.P砂 。“42. 
S P 58 " 
Q 2081jmin 

ロ， クシ プロ ショ …使用め場合

第4表

|水単独 lta房総i
ホ…スの織類酬 150 1 65 1 5o 時5

ポンプ圧力(P.P. )kgjm' 1 4.01 4.41 4.11 4.5 

ノズル圧力川 P.)オ 3.01 201 3.2 

P P. - N. P. • 1 211 141 2.11 1. 3 

放水幾 QI/min1矧げ10Iω;おO
放水射程距離 m1 18.51 2o 1 21 1 25 

薬液殺人対11-I 5出 5.3

ホース使用本数 |10 I 10 1 10 1 10 

/ズノレ口径圃 116 I 16 I 16 1 16 

(5 薬剤経年変化ぬ測定織幾

3()ppmすべり水使用の場合

第

項綴 均|初治lA5112lizi;z
放措距離|(雪) [5ア [56ド5.554
放 ん量| (1;:E持州:5P矧祭伊創)¥い刈3.07仰07¥幻則刈0バ|ド刈1.4川4必451初川8 

5. 

( 粘度減殺

り水の各濃度，温度肢における戦度測銭安行な

った結果第6図のとおり濃度60ppmまでは，水とほと

んど変化がえられなかった。

しかし3%用6%用に作った原液の濃度は高いた

〉



め，第6図のとおり高粘度となっている。

(2) 限界流速の測定

層流と乱流の隈界点を測定し，すべり水と水を比較

して，すべり水の特長をみるために行なった。

まず弁V1により T管内に液を流し管内の平均流速

Uを変化させ，同時にB槽から着色液を少量流し T

管内の液の流れの状態を観測した。流速がある値Vcよ

り小さい時には B槽からの着色液は明瞭な 1本の線

をなして流れる。しか1..平均流速がVcより増加した時

は管の先端の方からみだれ始め，さらにそれ以上の平

均流速では，着色液の線の乱れは入口の方までおよ

ぶ。これらのことからT管内の平均流速がv.を境とし

て流れの状態が異なる。 VCが小さい時は各層の流跡は

整然とした平行線となり層流である。

一方Vcが大きい時は不規則な運動によって，混乱し

ながら流れるいわゆる乱流となる。

レイノノレス.数1.000程度の第1図契轡により限界流

速を測定した結果は第l表のとおりすべり水よりも水

の方が低流速のうちに乱流となり，約 8.5~18% 程度

すべり水の効果が現われている。

(3) 自然圧(落差方式〉による放水量および放水射

程距離の測定

イ.細いゴAホースを使用した場合は，水よりもすべ

り水の方が放水量，放水射程距離とも約40~50%程度

増加する，このことは管内径が細<.また内面の粗度

が影響し，すべり水の効果が現われたものと思われ

る。

ロ.40凹ゴム内張ホースを使用した場合は水とすべり

水の各濃度別における比較を行なった結果は，第7図

のごとく放水射程距離の2本の場合， 最大射程の60

ppm濃と水との差約5%増程度で共に変化は少なく，

すべり水の効果はほとんど現われていない。

4本の場合は水よりもすべり水濃度10ppm時で13%

程度.15. 30. 60ppm時で約25%増となりすべり水の

効果が現わている。

次に放水量についてみると，計算によって求らめれ

るが，ここでは容器に取り直接放水量を測定した。ホ

ース2本の場合，最大放水量の60ppmと水との差約20

%. 30ppmで約17%程度，他の濃度においても大差は

ない。

4本の場合のそれは60ppmで27%. 30ppmで約24

%. 15ppmで約15%増程度であり，放水射程距離，放

水量共に2本より 4本の時に効果が現われている。

(4) 薬液混合装置を用いた場合

イ.ラインプロポーショナー使用の場合

( 8 ) 

この方丘、f:t補足的に行なったもので，ホース使用本

数が限定されており，薬液使用目的に合わないが，薬

剤混合方法からの効果が得られるかどうか行なってみ

た。

試験結果ではすべり水の効果はほとんど得られなか

った。これはホースの本数が少なし、ことと. ラインプ

ロポーショナーで吸入される時に，すべり水の薬剤ポ

リオクスの鎖状高分子が切断され，薬~jの本来の役目

をしないことも相乗しているものと考えられる。

ロ.吸口側サクションプロポーショナー使用の場合

ポンプ圧力を一定にし，薬剤jを69d吸入させて，す

べり水と水の差を調べたが，放水射程距離について

は.50mmホース10本使用の場合13%.65mm10本使用の

場合19%程度であり，損失圧力(ノスル圧力〉はほと

んど変化がみられず，ホースの使用本数の割合いに効

果はみられない。これも薬剤がポンプ内を通過する手

のため，ポリオクスの鎖状高分子が切断され，効果が

少なくなったものではなし、かと考えられる。

(5) 薬剤の経年変化

薬剤を使用する場合の経年変化については.30ppm 

溶液を作り，これを一定期聞置いて3の(3)イの方法に

より放水射程距離，放水量の比較を行なったところ 2

~3 ヶ月目より徐々に効果が落ちてくる. 4ヶ月経過

後における効果は減少しているが，水と比較すれば効

果‘はかなり残っている o

0.. まとめ

ホース内を流れる水の摩擦抵抗は，奨め抵抗つまり

流体内の分子間引力，流体と壁画の分子関引力.;，t鉢;

の乱流における混乱状態等であり，乱持誌における勝繁

抵抗がJまとんどとされている。

ホースの摩擦損失については，係数を示す綴験式が

出されているが，湾曲とカップリングによる議決を合

計して，ホース損失の10%程度をみることが、妥当とさ

れている，

ホースの摩擦損失についての試験結果からは， 日然

圧で放水した場合に，いくらかすべり水の効果が認め

られるが，東京消防現用の混合方式では，効果はほと

んど現われていない。

今回の試験はすべり水の性能の傾向をつかもうとし

て行なったものであるが，期待した結果が得られなか

った。試験の方法および混合方式について，もっと良

い方法がみつかればあるいは実用化できるかも知れな

L 、。
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